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神戸市中山手通二丁目税関官舎で生る（本籍山口県）

第五高等学校理科甲類入学

同校卒業

東只帝国大学農学部農業経済学科卒業

農林省経済更生部嘱託産業組合課勤務

中華民国に出張，北京に駐在

北京経済専門学校講師（１９４１年３月まで）

興亜院技師，興亜院北京連絡部勤務

興亜院調査官

犬使館技師

農林省米穀利用研究所技師

食糧管理局技師兼任
立教大学経済学部講師兼任（１９５９年３月まで）

農林省農政局経営課長

財団法人農業機械研究所理事兼庄

第一期目本学術会議会員

行政機関職員定員法により退官

農業経済学会理事

杜団法人農業技術協会理事

農業発達史調査特別編集委員

東京大学農学部講師兼務

　ｒ目本農業発達史』に対し，朝目文化賞受賞

立命館大学経済学部教授

土地制度史学会理事

経済学博士
立命館犬学経済学部長（１９６４年３月まで）

立命館大学生活協同組合理事長（１９６５年３月まで）

立命館大学経済学部長（１９６６年３月まで）

京都平和委員会理事長（１９７１年３月まで）

人文科学研究所長（１９６７年３月まで）

図書館長（１９７２年３月まで）

急性心臓マヒのため死去



ｉｉ立命歯経済学（第２２巻 ・第５ ・６合併号）
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１９２９

１９３１

ｆ１９３２

１９３４

１９３５

１９３６

１９３７

１９３８

１９４５

１９４６

１７４７

１９４８

時　　　　　　　　　代

犬恐慌開始，長期農菜恐院起点，３１５事件，

プロレタリア科学研究所創設

南京国民党政府成立

「満州」侵略，瑞金ソヴエト政府

東北凶作，金輸出再禁止，重要産薬統制茜

『目本資本主義発違史講座』刊行（５月～

翌年８月），３２年テーゼ（７児），唯物台研

究会創立（１０月），歴史科学研究会創立（１２

見），５１５事件，上海事件。農山漁村径済更

生運動開始，産業組合拡充５カ年計画樹立

東北凶作，中共抗目犬西遷開始，「ブ ロレ
タリア科学」弾圧により廃刊，「経済評諭」

（叢文閣）創刊

美濃部事件，ソーンヤルダソピソグ，北鉄

譲淡

準戦時俸制（戦時国独資移行開始），２．２６事

件， 雷想犯保＝護監察法，いわゆる「コムア

カデミー享件」，目独防共協定，西安事変

目中戦争本格化（匿溝橋事件），「経済評論」

１０月にて廃刊，産組拡充第２次３カ年計画

樹立

国家総動員法，国民政府童慶移転

ポヅダム宣言無条件受諾．違合軍進駐農

民解放令口財閥解俸，戦後イソフレ開始

極東委員会成立，金融緊急措置含，強罎供

出， 軍需尿仮打切り ，農地改革（第１次 ・

第２次）関係法，食湿メーデー

新物価体系，集中排除法，傾斜生産方式 ，

復金創設，公団発足，農業協同組合法施行

トルーマソ ・ドクトリソ，２ ・１ゼネスト

マーシャルブラソ発表 ，． ドレーバー賠償調

査団，挺済安定９原則発表

著　　　　　　　　　作

東北凶作は何を語るか（「智識」・創刊号）

北海道に現われた近世的値民運動の特質

（「径済評諭」創刊号）

櫛田民蔵氏の二つの遺瀞こついて（「経済

評諭」），目本における産集組合の検討（「径

済評論」連載をはじむ），目本資本主義の
性格（ｒ進歩」）

半封建的農業分壌の目本的特質に関する試

論（「経済評詮」連載）

［目本産業阻合論』（遺文閣初版）刊

イギリ、 君主制の土台（「読冗報知」１１０） ，

再建目本経済緬領（「東京新聞」２１４），慶

地制度改革案諭攻（「時諭」２号）．食む対
策， 民主戦繍展開の目標（「潮流」），協同
担合法案の解剖（「読売新聞」６月２１目）等 ，

執筆活動はじまる 。
農業章命理論の純化のために（「人民戦線」） ，

目本島業資本主義化の問題（「径済評論」）

等々

ｒ農業問題入門』初版（農業技術脇会刊） ，

農業進化の「二つの道」について（「杜会科
学」），農民と租税（「農業経済研究」）等，

「戦争経済と基本絆造の相克」（「潮流」日

本７アシズムヘの低抗線）→国家独占資本

主義研究の端繕，民科「目本農業年報」発
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ユ９４９

１９５０

１９５１

ユ９５２

１９５３

ユ９５４

ユ９５５

１９５６

１９５７

１９５８

ドッ ヂ・ ライソ，見返り資金特別会計設置 ，

シャウプ税制改革

中華人民共和国成立，ＮＡＴＯ成立

国家公務員の「定員法」による最初のパー
ジ， 下山 ・三鷹 ・松川事件，米価審議会発
足

朝鮮戦争開始，言論機関のレッド ・パージ ，

コミソフォルムの日共批判，特需ブーム
（オーバーローソ開始），予備隊創設

単独講和（日米安保条約）調印，経団連発

足（目米経済蝪力具体化），目本開発銀行 ，

第１次日韓会談

破防法 ・公安調査庁発足，予備隊保＝安隊に

改組，血のメー デー 完成兵器生産再開

スターリソ「ソ同盟における杜会主義の経

済的諸問題」発表（１０月）

朝鮮休戦協定，不況，独禁法改正（不況カ

ルテル是認），池田 ・ロバートソソ 会談 ，

内灘基地闘争，農業機械化促進法

ＭＳＡ協定調印，防衛庁 ・自衛隊発足，イ

ソドシナ休戦調印，ビキニ水爆被爆

目本生産性本部発足，初の世銀借款，ハソ
ドソＡＡ会議，ソ連科学院の「経済学教科

書」出る

ソ連共産党２０回大会でスターリソ批判

神武景気，経済白書技術革新をうたう ，第

２次ＭＳＡ小麦協定

岸訪米「日米新時代」

世界恐慌，ドル危機の開始，目本兵器工業
会， 航空工業会発足（植村構想），経済基盤

強化資金法

刊の辞

ｒ日本協同組合論理論と史的分析一』（目

本産業組合論の戦後復刊一研進杜），「農業

恐慌をどうきりぬげる」　農業恐慌の背後

にあるもの（所収）一（月曜書房刊），「転換

する日本農政」（座談会一農業総合研究所

刊）等

井上 ・宇佐美共著ｒ国家独占資本主義論』

（潮流杜刊）→翌年改訂してｒ危機におげ

る日本資本主義の構造』（岩波書店刊），講

和間題と学術会議（「自然」），　目本農業発

達史（農業技術史をふくめて）の研究開始
，

（農業発達史調査会発足）

新訂ｒ農業問題入門』（青木文庫版）刊，近

代日本農業技術史研究の断想（「歴史評論」）

「明治以降におげる農業技術の発達」共同

執筆，無署名参加（農業技術協会刊），基地
経済（「改造」），地租改正と殖産興業（河出
『日本歴史講座』），「漁業における財政と

金融」（共同執筆，水産事情調査所）

スターリソ論文「現代資本主義の基本的経
済法則について」（「理論」），供米の詐術
（「改造」），ヤミ米値上りにひそむもの（「経

済往来」），ｒ日本農業発達史』（全８巻）の

第１巻刊行（中央公論杜），岩波ｒ日本資本

主義講座』５巻の編集と執筆，世界一の食

糧輸入国 ・日本（「中央公論」）

岩波ｒ前掲講座』第６巻への執筆

「経済学教科書」は日本農業問題研究に何

を投ずるだろうか（「経済評論」），近代経済

学的農業研究批判（「マルクス ・レーニソ主
義研究」）

ｒ日本農業発達史』第８巻刊行をおわる 。

農地改革と民主主義革命の形態（山田盛太

郎編ｒ変革期におげる地代範曉』所収一岩
波書店），な畦第３次ＭＳＡ輸入協定を急
ぐか（「農業朝日」）

ｒ日本資本主義構造論の再検討」を宇佐美

氏とともにはじむ（「思想」連載），世界史
的過渡期におげる農業問題（「経済評論」）

日本農業と労働市場（「経済研究」）
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１９５９

１９６０

１９６１

１９６２

１９６３

１９６４

１９６５

１９６６

１９６７

１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

フルシチ ョフ訪米，ドル為替の自由化実施

安保改訂阻止闘争激化，新安保強行採決 ，

所得倍増高度成長計画発表

農業基本法成立，第２次防決定

中ソ論争表面化，目中ＬＴ貿易開始，新産

業都市建設法，貿易自由化率８８釧こ達す

黒人解放闘争激化（ワシソトソ大行進），資

本集中進む（三菱系三重工合併），綿紡の

不況深刻化

トソキソ湾事件，ＩＭＦ六条国移行，ＯＥＣＤ

加盟，低開発国援助強化方針

北ベトナム爆撃，ベトナム特需，目韓条約

批准の強行採決，戦後最大の倒産，農村労

働組合全国連合会結成

中国文化大革命はじまる，フラソスＮＡＴＯ

離脱，公然たる公債政策へ

佐藤訪米，小笠原，沖縄返湿問題で共同声
明， 第３次防衛生産計画発足，資本自由化

本格化，革新統一 美濃部都知事実現，米

価ストッ ブ方針（宮沢経済企画庁長官），公

害対策基本法

大型合併（川崎重工 ・航空機 ・車靹）進む ，

学園紛争の山（東大安田講堂 ・中大等）

中ソ国境間題（武力衝突），米，北ヘトナム

拡大パリ会談，京都府知事革新蜷川六選 ，

「新全国総合開発計画」答申，新日鉄発足 ，

生産者米価据置，目本の国際収支黒字注目

されはじむ

ニクソソ ・ドクトリソ，米カソボジア侵攻 ，

総合農政（米減反），安保条約固定期間終了 ，

沖縄国政参加選挙，景気後退，司法反動化

目立つ，公害間題激化

米ラオス侵攻（失敗），銀行合併（第一・ 勧
銀），繊維対米輸出規制，ドル ・ショッ ク

農業生産力の特殊性について（ｒ日本農業

発達史」別巻下所収），プルクス地代論の

理論的基盤
農業技術の発展と農民（ｒ経済主体性講座』）

「目本経済の二重構造と農業発展に関する

研究」（実態調査班を組織して研究）→戦後

目本の農業制度の破綻

「近畿型農業の発展条件に関する研究」

（実態調査報告）→総括ノート ，現段階の日

本農業（北京シソポジウム紙上参加論文） ，

いわゆる「平均化原理」と「限界原理」（立

命館経済学），独占資本主義の確立（岩波

ｒ歴史講座』現代２）

協同組合発展の歴史的弁証法（立命館経済

学）

高度成長 ・開放体制下の農業解体（「農業

経済研究」）

ｒ現代学問のすすめ』所収一消費と生産一

（雄潭杜），ｒ現代青年に訴う』（対談）一人

間と杜会　（雄潭杜），国家独占資本主義に

ついての覚え書（立命館経済学），（年末）

重病にたおる，翌年１０月復帰

ｒ杜会科学への道標』所収一カール ・マル

クス「資本論」一（雄澤杜），土地所有制度

の歴史的形態（　　　　　　　　）

ｒ戦争と経済』所収一日本経済の「成長」

と軍事化一（雄澤杜），「経済軍事化と目本

経済」一島氏との対談一（「経済」）

小椋さんの死（「経済」），経済学への開眼を

願っ て（「立命館経済学会会報」）

杜会の生活と自然一自然の再生と杜会の再

産生産一（季刊「科学と思想」創刊号）
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　　　　発表年次順

※印は井上晴丸著作集に収録

１９３４

※北海遣に現われた

　　　　　　　　目本近世的植民運動の特質（１）

※　　　　〃　　　　　　　　　（２）

※東北凶作は何を語るか

１９３５

※前資本主義地代論の挽歌

　　　一櫛田民蔵氏の二つの遺稿について一

　日本における産業組合の検討

　　　　　　　　　　　一その階級構成の特質一

　日本資本主義の性格

　信用組合の半封建的性格

　　　　　　日本におりる産業紀合の険討（２）一

　購買 ・販売組合展開の契機 ・特貧 ・矛盾

　　　一目本におげる産業組合検討（３ノ上）一

　日本における産業組合の検討（完）

　　購買・販売組合展開の契機・特質・矛盾（３ノ下）

ヱ９３６

※半封建的農業分壊の

　　　　　　日本的特質に関わる試論（序）

　宮坂悟朗著 「畜産経済地理」 を読む

　北海道土功組合に関する研究

　※目本農業資本主義化の阻凝

　　　一半封建的農業分壌の特質 ・試論　一

１９３７

　農業倉庫概要（無署名）

※日本産業組合論初版

１９３８

　横浜商館貿易当時のこと

北支農業対策と合作杜間題

「経済評論。第１巻第１号，９月号

「経済評論。第１巻，第２号，１０月号

「智識」創刊号，１２月号

「経済評論。第２巻，第３号，３月号

「経済評論。第２巻，第４号，４月号

「進歩。第２巻，第６号，６月号

「経済評論。第２巻，第６号，６月号

「経済評論。第２巻，第１０号，ユＯ月サ

「経済評論。第２巻，第１２号，ユ２月号

「経済評論。第３巻，第４号、４月号

「経済評論。第３巻，第４号，４月号

「農村研究。第１巻，第１号，６月号

「経済評論。第３巻，第８号，８月号

農林省経済更生部パソフレヅト昭１２．６

叢文閣刊　昭１２．８ ．２０

「歴史と生活。第１巻，第２写，１月号

　　　　　　（峻応義聴経済史学会）

「帝国農会報■第２８巻，第９け



ｖｉ立命館経済学（第２２巻 ・第５ ・６号合併号）

１９３９

　北支土地政策の基本的方向

　支那杜会構成と北支経営

１９４０

　目本産業組合論（再版）

１９４２

※　協同組合

　　　　　　　支那問題辞典所収一

１９４４

　農村工業の動向に関する一検討

　国民食糧構成の強靱性

　朝鮮米移出力の基礎的倹討

　配給食糧 ・摂取食糧 ’食糧資源

　国民食糧再編成の基調

１９４５（終戦前）

　決戦と藷

１９４５（終戦後）

　食糧不足はどうたるか（対談）

　小作料を金納化

　　　　　　　一生産者，供出者を一体に一

１９４６

※イギリス君主制の土台

※農地制度改革案論孜

、※食糧対策 ・民主戦線展開の目標

※再建日本の経済綱領 ・「農業編」

　現代の封建主義

　　　　一君たちはこうして搾取されている一

　だぶついた資金と労力をどう生かすか

　協同組合法案の解剖

※食糧問題の核心

※日木農村の階級分化分析の一駒

　　　　所謂 「兼業農家」の分析を中心と亨る一

　農業技術浸透方策への批判

※地主的供出糊の根本的矛盾

「食糧経済。第５巻，第１号，１月号

「中央公論。昭１４．４月号

叢文閣刊昭１５．２．１

中央公論杜刊，昭１７．３．２０

「食糧研究。第２１０号，昭１９．１

「日本評論。第１９巻，第４号，４月号

農林省食糧研究所ブリソト　昭１９．４

「財政。第．９巻，第１０号，１０月号

「目本評論。第１９巻，第１２号，１２月号

「実業之日泰、第４８巻，第６号，

　　　　　　　　　　　　３月１５目号

「実業之目本Ｊ第４８巻，第１５号，１１月号

「読売報知新聞。昭２０．１０．１９号

儲冗報知新聞。昭２１１１０

「時論。第１巻，第２号，２月号

「潮流。第１巻，第３号，３月号

「東只新聞。２月１４日～１５日号

「われらの科学。第１巻，第２号，２月号

「農業朝日 。第１巻，第６号，６月号

「碗ク日新聞。昭２１６８

「杜会評論。策３巻，第３号，６月号

・民主主義科学、第１巻，第２号，５月号

「農業技術。第１巻，第４号，５月号

「民主評論。第１巻，第７号



故井上附丸教姻略膝 ・． に婆野ｆ乍目妹　Ｙｉｉ

　吉田内閣の経済政策（座談会）

※政治と数字

※日本農業の進路

　農村の封建制とは

　農地制度はどう変るか（座談会）

　二年後の農村はどうなるか

　農村工業の進路（座談会）

※“ あひる
’’

と農業機械化

※食糧はどうして出ないのか

　農村の不安と希望

　農地改革その褒

　“ Ｒｅｖａｍｐｉｎｇ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ　ｏｎ

　　　　　　　　Ｌａｒｇｅ　ｓｃａｌｅ　ｎｅｃｅｓｓａｒｙ
’’

※農業協同組合の二つの道

　　　　　　　　　農業協同組合法案の批判一

　農地改革の次に来るもの

１９４７（昭２２）

　脇同組合法案を繕って（座談会）

９転換期の農業経営

※「第二次農地改革」の性格

※再燃労農派理論の一サソブル

　協同化の手がかり（座談会）

　農地制度をめく・る新しき目木農業の構想

　　　　　　　　　　　　　　　　　（座談会）

今年の食糧需給の見透し（上 ・下）

※労農捉携の基本問題

　共同化への具体策（座談会）

　農業復興会議に寄せて

※農村文化について

※農業革命理論の純化のために

　農業問魎入門講座（第一回）

※農産物価格における封建性

　農民よ生活を享受せよ

　封建地代と資本主義地代

「実業之日本、第４９巻，第７号，７月号

「民主主義科学。第１巻，第３号

「日本評論■第２１巻，第７号、７月号

「農業日本■第１巻，第８号，９月号

「富民。第１８巻，第９号，９月号

「共同通信
。．

「農業朝日 。第１巻，第１０号，１０月号

「みやこ新聞。昭２１ ．９．２９

「私の大学■第１巻，第５号，９月号

「光。第２巻，第１０号，１０月号

「時事通信。昭２１ ．１０．１５（火）第２８４号

Ｎｉｐｐｏｎ　Ｔｉｍｅｓ　Ｓａｔｕｒｄ町．Ｎｏｖｅｍｂｅｒ
．

２３．ユ９４６

「前衛。第１巻，第１１号

「新生。第２巻，第１２号，１２月号

「科学農業。第１巻，第５号，１月号

「度民。第１９巻，第１号，ユ月号

「時論。第２巻，第１号，１月号

「卒化新聞。昭２２．１．６Ｎｏ．４０

「農業靭日 。第２巻，第２号，２月号

「農林時報。第６巻，第１号，１月号

「人民しんぶん■５．２２～２３ ・Ｎｏ１８４～１８５

「杜会評論。第４巻，第２号，６月号

「農業朝日。第２巻，第７号，７月号

「共同通信。７月９目

「農村新聞。昭２２．７．３０

「人民戦線。第３年，第１４号，８月号

「農業技術＝。 第２巻，第７号，８月号

「地上。筑１巻，第４号，８月号

「新農芸。斑２巻，第５号，初秋琴

「農業技術。第２巻，第９号，１０月号

一農業問魍入門誰座（第二回）一



ｖｉｉｉ立命館経済学（第２２巻 ・第５ ・６号合併号）

　次男 ・三男はいかにあるべきか（座談会）

農業協同組合の進路（講演）

村の歩み（座談会）

農地改革と今後の農業経営の展望（講演）

農村イソフレの魔術

　目本農業の新途

農業資本主義化の二段階

　　　　　　　農業問題入門講座（第三回）一

農協組は育つか

農業恐慌は来るか（座談会）

農業協同組合を語る（座談会）

労農提携への道（座華会）

※目本農業資本主義化の問題

　農業資本主義化の二つの道

　　　　　　　農業問題入門講座（第四回）一

　今後の農家経営

　　　　　　　　　　農業協同組合解説一

　日本農業資本主義化に関する新見解

　　　　　　　　　　　　農業革命の推進力一

１９４８

　土地改革と其の後

　　　　　　一農業間題入門講座（第五回）一
　農産物個格はたぜ価枯以下か

　　　　　　　一高橋正雄氏の批判に答えて一

　農本主義を衝く（座談会）

　農村工業の明暗

※戦争経済と基本構造の相剋

　　　　　　　　　　　一戦争経済の遺産一

　新しき農業経営への道（座談会）

　農業近代化の基本線

　　　　　　　　農業問題入門講座（第六回）一

　いずこに行く

　　　　　　一農業間魑入門講座（第七回）一

　協同組合と電化

「若い農業。第２巻，第６号，１０月号

農地改革協議会刊　昭２２．８．１０

「毎目新聞。宮城版，昭２２８２７～２９

１」」形県農業会農政部刊，昭２２・９

「農業間題。第２号（季刊）

「農大新聞。昭２２・１０・２０

「庭業技術、第２巻，第１０号，ユ１月号

「酉目本新聞。昭２２１１．２

「実業之目本。第５０巻，第１１号，１１月号

「農村文化。第２６巻，第９号

「文化評論。昭２２年，第５号

「経済評論。第２巻，第８ ・９号，８ ・９月号

「農業技術。第２巻，第１１号，１２月号

目本放送協会編

「協同組合。第１巻，第２号，１１．ユ２合併号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

「農業技術、第３巻，第１号，１月号

「地上」第２巻，第１号，１月号

「若い農業」第３巻，第１号，１月号

　「農肯工業の指針、　〔技術新論〕特集
，

　　　　　　　　　　　第２巻，第５号

　「潮流」第３巻，第１号，ユ月号特集

　　　　　「目本ファシズムヘの低抗線。

　「目本農業新聞。昭２３．１．１６．Ｎｏ，２９１

　・農業技術、第３巻，第３号，３月号

　「農業技術。第３巻，第４号，４月号

　「農業電化。第１巻，第１０号



故井上姶丸教授略歴　主要劉乍口爆　ｉＸ

　現下の農家経済（座談会）

　　　　　　　　一イソフレ下の実態を衝く一

　農業浅械化は必然的に発展

　　　　　　　　　　一旧止条件はどこに｝

※日本農業年報第１集 ・発刊のことば

　封建性はどうなりつつあるか

　課税と農民

　農村工業の動向

　共同化か白営強化か

※国の必要と農民の自由

　農村苛税を衡く（座談会）

※税金と農業危機

　　　　　　　　　一税制近代化のために一

※農業進化の「二つの道」ヒついて

　　　　　　　　　　一危機論との緒合を一

※農地改革研究の焦点

　農機具の現状をどう打開するか（座談会）

　苦境にたつ農家経済

　　　　　　　　　　一立酬言夫氏に訊く一

　農村工業と基幹工場（談）

　村の生態を探る（現地座談会）

　日木におげる国家独占資本主義の展開

　　　　　　一戦争経済の遺産（その二）一

　　　　　　　　　　　　　（共同執筆）

　賓本主義の体制的危機と農業恐慌の澗題

　農業問題入門

※新日本資本主義論争

　　　　　　　　　　　　　　　　（所収二篇）

　日本ヒおける国家独占資木主義と植民地

　　　　干戦争経済の遺産（その三）一

　農業恐慌と農業危機

　日本経済機構研究所著 ｒ日本国家独占資本

主義の構造」の短評一三つの苫言一
　農業恐慌をどうみたらいいか

　「農業技術。第３巻，第４号，４月号

「農業機械化新聞。昭２３．４．１５，第３ ・４

　　　　　　　　　　　　　　合併号

月曜書房刊　昭２３ ．５．１２

「科学農業」第３巻，第３号，Ｎｏ． １６

「西日本新聞。昭２３．５．２３

「農村工業新聞。昭２３．６．２５Ｎｏ． １

「戦後農業の諸問題。所収

農業朝日編，朝日新聞杜孤昭２３
．…

．１５

「新農芸。第３巻，第８号，８月号

「白本農業新聞、昭２３ ，６．２６Ｎｏ．３２３

「農業技術。第３巻，第８号，８月号

「杜会科学。第１８号

「日本読書新聞。昭２３．７．２１～ｒ２８

　　　　　　　　　　　Ｎｏ． ４５０～４５１

「農業技術。第３巻，第８号，８月号

「若い農業。第３巻，第８号，８月号

「更生事業推進。第１巻，第７号，８月号

「耕人。第３巻，第３号，８ ・９月合併号

「潮流。１０月号，第３巻，第１０号

「立教大学新聞。昭２３ ．９．２５Ｎｏ．５３

農業技術協会刊　昭２３ ．９．５

大学新聞連盟刊，南２３．１０．２０

「潮流。第３巻，第ｕ号，１１月号

「農政評論。第２進，第１２号，ユ２月号

「東京民報。昭２３ ．１１ ．２４，Ｎｏ． １０７０

「農村文化。第３０号　珊２４，２月号



ｘ　立命館経済学（卿２巻 ・焚５ ・６号合件号）

農村工業の将来（談）

　国家独占資本主義をめぐっ て（座談会）

　農業恐慌にいかに処するか（１２．４脱稿）

※農民と租税

　　　　一較後の農村課税の実態について一

１９４９

※労農提携の現段階

　　　　一人民民主主義への道における一

農業恐慌論をめぐっ て

昭和２４年の農業牽語る（座談会）

新年の食糧増産運動を語る（座談会）

これからの農村工業

目本農業年報第ｎ集（所収）

農業恐慌をどうみたらいいか

農業革命について

農地改革と農業機械化

※為替 レートと日本農業

　かわせレートと農民の生活

　戦後経済の再編成過程

　。一再編因家独占資本主義論のブロローグー

※農村民主化におげる官僚の役割

　　一近藤博士の地力調査論を機縁として一

　日本資本主義分析の方法論（座談会）

　　　　一国家独占資本主義討議一

　単一為替 レートは農村にどう響くか

　　　　　　　　　　　　　　　　（座談会）

　農業機械化とサービス ・ステー ショソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所収）

　農業恐慌と農業危機

地力調査（座談会）

翰後独占資本主義の補強機構

　　　　　再編国家独占資本主義論の一駒一一

「農学一第２巻，第１１号（通巻２１号） ，

　　　　　　　　　　　　　　１２月号

「杜会科学■第１９号

「日本農業新聞。昭２４ ．１．１Ｎｏ．３５４

「農業経済研究。第２０巻，第１号，昭２３ ．１２

「労働評論。第４巻，第２号，２月号

「農業日本。第４巻，第１号，１月号

「農林弘報。昭２４－１ ．１．第２０号

「農村時報。第８巻，第１号，１月号

「組合と農業。第１巻，第３号，４月号

月曜書房刊，昭２４１１５

「農村文化。昭２４．２月

「農業理論
。， 研進杜刊，昭２４

・２・１０

「農機具サービス ・ステーシ ョソに関する

資料。農業機械化委員会刊，昭２４ ．２
．９

農林行汝協議会刊，昭２４．３．１３

「農村文化。第３３号

「潮流。第２４年，４月号

「農桑技術、第４巻，第４号，４月号

「民主評論。第５巻，第３号，３月号

「若い農業。第４巻，第４号

資料杜刊，照２４．４．１５

「農業恐慌論。（所収）

北隆館刊，昭２４．４．３０

「農業技術。第４巻，第５号，５月号

「潮流。昭２４年，６月号



１牧片二」±賢汽メし教牟乏口俗片芦 ・ニド婆．拷ｆ乍〔灸長　Ｘｉ

　今後の農村景気と経営改善の指針

　農業恐慌が来た（講演）

　農業問題入門（再版）

　　国家資本主義と人民民主主義

※故清水弘君のこと

　　　　一清水弘，小沼勇共著

　　　　　　 「日木漁業経済発達史序説。肱文一
※日本脇同組合論（復刊）

　　　　　　　　　　　　　理論と史的分析一

　農業恐慌の背後にあるもの

　紘換する日本農政（座談会）

　米価は生産費をつぐなうか（座談会）

　米価はどう決められるか

　　　　　　　　　　一井上晴丸氏に聞く｝

　日本農業の進路（プリソト）

　戦後日本におげる半封建榊と独占資本

　　　　　　　　　　　　　　　　　（共同執筆）

　鋒業恐慌をどう切り抜げる（再版）

※シヤウプ税制改革をどうみるか

　農業恐慌と農家経営

　世界経済の変動と日本経済（座談会）

　本年農業閉題の回顧

１９５０

　矛盾の露頭　　食確法

　押しよす食糧 ・迫り来る飢餓

　１９５０年の農業はどうなるか（座談会）

　今後の日本農業（座談会）

※学問の自由を奪う「公職選挙法案」

　わが友を語るｒ深谷進氏」

※後ろ向きの学術会議

一目本学術会議第５回総会のルポルタージ
ュー

　「富民。策２１巻，第５号，５月号

農業機械化協会山形県支部刊　昭２４ ．３，１

農業技術協会刊　昭２４ ．５．２０

　「潮流。２４年，７月号

潮流杜刊　昭２４．６．２０

研進杜刊　昭２４．６．２０

「農業恐慌をどう切り抜げる。（所収）

月曜書房刊　昭２４ ．７，３０

農杯省総合農業研究所刊

　　　　　　　共同出版杜刊昭２４．７，５

「若い農業。第４巻，第８号，８月号

「農業毎日。第３巻，第９号，９月号

度会山田農業協同組合長会発行

　　　　　　　　　　ｎ召２４ ．８．３０

「経済評論。昭２４．１０月号

月曜書房刊　昭２４．１１．３０

「組合と農業。第１巻，第１０号，１１月号

「科学農業。特集，〈農家経営の危機と

　　　対策〉 ・第４巻，第３４号，２４．１２．１

「世界評論。昭２４．１１月号

「農業技術。第４巻，第１２号，ユ２月号

潮流講座 「経済学全集。栞，第９号，

　　　　　　　　　　　　１９５０，１月

「目本評論。第２５巻，第２号，２月号

「組合と農業。第２巻，第１号，１月号

「農学。第４巻，第１号，ユ月号

「大学新聞。ユ９５０．１ ．ユ５．Ｎｏ．２５

「アカハタ Ｊ　ユ９５０．１ ．２０．Ｎｏ．９２１

「自然。第４巻．第５号



ｘｉｉ立命館経済学（第２２巻 ・第５ ・６号合併号）

農業政策とこれからの農家経営（座談会）

恐慌理論と崩壊理論（座談会）

　　　一戦時戦後日本資本主義の把握

国家独占資本主義論（井上 ・宇佐美共著）

貧困以下の農業政策

農村の三度目の苦悶

　　　　　　　　一希望への道はあるか一

日本の農業恐慌（対談）

ゆれ動く食糧政策（座談会）

危機の農協組再建への道（座談会）

農業の話

　講　和

　　　　　　その後の日本（序にかえて）一

戦後の目本経済

　農村収奪の様相

　　　　　　　　　　　　一ｒ硫安。書評一

※いわゆる「経済安定」と目本農業

　新しい米価

　平和と人権

　　一あじあをめぐる平和の在り方（むすび）一

　小農政策を究明

　　　　　　（大内力著 「日本農業の財政学。書評）

　　　　　　　　　　論理の発酬こ間題残る一

　米価間題等に現われた農業政策の新局面

　変貌する農業政策

１９５１

　ドッ ヂ・ ライソ追い込み途上の

　　　　　　　　　　　　農業政策の変貌

　　　　一米価の値上 ・麦の統制撤廃の意味

※近代日本農業技術史研究の断想

※老農群像１「林遠里」

※「多肥農業」と目本資本主義

　目本農業技術の発展のあとを顧みて（１）

※小野寺村べっ見記

「若い農業、第５巻，第２号，２月号

「経済評論。２５年２月号

潮流杜刊１９５０．２．１５

「農村文化。１９５ひ第４０号

「中央公論、第６５年．第４号（第７３４号）

　　　　　　　　　　　　　　４月号

「新しい世界。３３号，４月号

「農業朝日 。第５巻，第６号，６月号

「農業毎目 。１９５０年８月号

「今目の問題の考え方２４講」（所収）

　　　　　　　　　　　自由国民杜刊

東京大学協同組合出版部刊　１９５０．７．１０

全農林労働組合刊　７．３０

「日本読書新聞。２５・９・１３・Ｎｏ・５５９

「農業経済研究。第２２巻，第３号，１０月

「目曜信州。２５．１ぴ２２，第４号

東大協同組合出版部刊　１９５０．１１
．１

「東京大学新聞。昭２５ ．１１
．１６，Ｎｏ孤６５

　　　　　　　　　　　　　合併号

「新しい農業」第５巻，第１１号，１２月号

「三田新聞。１９５０．１２．１０，Ｎｏ石５１

「度会農協、１９５１ ．１ ．１．Ｎ
ｏ１７１

「歴史評論。第５巻，第１号，１月

「農学書弘報」策２巻，第１号，１月号

「経済評論」昭和２６年２月号

「改良委員会だより。 昭２６
．６ ．１，Ｎｏ． １１

「新農協情軌１９５１ ．６ ．１，Ｎｏ．５１



故升上附丸教授略慨 ’、に奏著作目録　Ｘｉｉｉ

　経済学小辞典（所蚊）

　　　　　産業組合，協同組合，農産物商品化 ，

　　　　　食糧問題，米価問題
　周本農業技術発展のあとをかえ

りみて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講演）

※「二つの道」への無理解

　新しい農法への胎動

　脱穀調製機の発達とその背景

　インフレと農家経済（座談会）

　農業恐慌について（対談）

※新訂農業間題入門（青木文庫版）

危機における日本資本主義の構造（共薯）

　わが生涯の佳き日 ・悪しき目

１９５２

　農業政策の底を流れるもの（座談会）

　今年の日本経済を直視して

　新春対談１９５２年を語る

　小さいが気宇雄大な書

　　　　　　福島要一著 「米。の書評

　農業問題入門補論（増補）

　明治以降における農業技術の発達

　　　　　　　　　　　　　　　　（共同執筆）

　主食管理制度は死なず消えて行くのみ

※現代日本の政治と科学

　再軍嚇経済の現突（座談会）

　電力 ・肥料 ・五公五民

日本経済の土台

半圭腱関係を粉飾

　　　　　　一まがいものの民主ｆヒ政策一

農業政策の行方（対談）

汁会改革なき農地改革

岩波書店刊　昭２６ ．６．２０

度会 ・山田農業協同組合長会発行

　　　　　　　　　　　　　昭２６．６．５

「東京大学学生新聞」１９５１ ．１１ ．２２，Ｎ０， １０１

「学生杜会科学研究、収録第４号

「地上。第５巻，第１１号，１１月号

「地上。第５巻，第１２号，１２月号

「農業朝目 。１９５１．６月号

「農山村。第２巻，第１１号，２月号

円木書店刊

岩波書店刊

「ダイヤモソド。臨時増刊第３巻 ，

　　　　　　　　　　　　　　第３０号

「農業朝日 。・昭２７．１月号

「度会農協。ユ９５２．１ ．１．Ｎｏ．８１

「科学文化ニュース 。１９５２
．ユ ．２５Ｎｏ．４７

「図書新聞。昭２７．３．３，Ｎｏ． １３４

青木書店刊　１９５２ ．２．１０

農業技術協会刊，昭２７．３．１Ｏ

「度会農協。ユ９５２１４ ．ユＯ．Ｎｏ．８３

「思想。１９５２年，第４号，Ｎｏ．３３４．４月号

「改造、第３３巻，第７号，５月号

「中央公論。貧しさからの解放（所収）

第６７年，策７号，６月号

「貝本経済５０の疑間。（所収）理論杜刑

　　　　　　　　ユ９５２年６月１５日初版

京大 「学園新聞 。１９５２．６．２３，Ｎｏ．６５６．７

「農業靭日 。第７巻，第７号，７月号

「農業委員会報、第２巻，第６号

　　　　　　農業委員会北海道連今会



ｘｉＹ　立命館粍済学（狢２２巻 ・箏５ ・６１ナ合併号）

※漁業における財政と金融〔綜合分析１〕

　「農業団体再編成」間題をえぐる

　今年の補正予算

　　一景気を回復する予算というのは本当か一

※生きている村八分

　国民経済の分裂 ・解体

※地租改正と殖産興業

　選挙寸言

※六万円はもらったげれど

　試験研究機関における研究者の生態

　　　　　　　　　　　　　　　　　（座談会）

　農政時評

　　　　　　　　　　　一ただｇとすじに一

※戦後農地改革と半封建制

　１０月選挙の結果を語る

　　　　　　　一政同の動向と農政の行方一

　私はこう思う

※佐渡の世捨人

　　　　　　　　　　　　牛馬耕にちなんで一

※農業と資本主義

１９５３

　経苧的背景の考察　　　　

　　「スターリソ論文」における

　　　　　　　最高利潤と恐慌理論（座談会）

　１９５３年の農政をえぐる　

※ｒ計画」にならぬ「計画」

　　　’「食糧増産五カ年計函。を批判する一

　　日本漁業の経済構造

　食糧増産と農政

※日本農政の底を流れるもの

　　　　　　　　　　農業委員会書記にのぞむ一

水産事惰調査所ブリソト ，昭２７年４月

「度会震協。１９５２．７．１Ｏ．Ｎｏ．８６

「商工経済■第５巻，第８号，８月号

「新女性。第２１号，１９５２，９月号

「改造。第３３巻，第１４号，１０月号

河出会房刊
，

「日本歴史講座 ・第五巻。昭肌９．２０

「農業朝日 、第７巻，第ｎ号，ユ１月号

「掃人公論。昭２７年１１月号

「農業技術」第７巻，第１１号，１１月号

「明るい生活。第１巻，第２号，１１月号

「理論。季刊　ユ９号

「農村文化、第３１巻，第１２号，１２月号

「地」；、 第６巻，第１２号，１２月号

「農業技術、第７巻，第１２号，１２月号

理論杜刊　１９５２年、１２月５貝刊

「資本論の解明」， 第５分冊

「改造。第３４巻，第１号，新年号

一ネオ ・ファシズム特集一
「経済評論、昭２８年，１月号

　「北方農業」第３巻，第１号，１月号

　「農業朝日 、第８巻，第２号，２月号

　近藤康男編東京大学出版会１９５３．１ ．３０

　「漁業に対する財政 ・金融。の項

　「時事通信・日刊農林水産版　
２８・２・４

・

　　　　　　　　　　　　　　第２１７１号

　・新しい農業、第８巻，第３号，３月号



故井上崎丸教披略歴 ・ ←婆著／乍〕録　ＸＶ

　「現代資本主義の基本的経済法則」

　　　　　　　　　　　　　　　　　につし ・て

　農業間魑 ミ今日の焦点ミ（座談会）

　貝本の青春のために（座談会）

　　　　　　　　　　一戦後の青春の素顔一

　最大限利潤の理論的展開（シソポジウム）

　日本農政の底を流れるもの（転載）

　崩壌に瀕した目本経済とその出路

　　　　　　　　　　　　　　　　（共同研究）

　農村補助金の問題点を衝く（座談会）

※ヤミ米値上りにひそむもの

　　　　　一従属下財政経済政策の一露頭一

　これからの農村経済（座談会）

　　　　　　一朝鮮休戦後の五っの間題点一

　中味は安物か

　　　　　　　　　　　　農産物価格安定法

　数々の盲点を埋める

　　一「近代貝本農政の指導者たち。書評‘
※供米の詐術

　　　　　　一「国民生活崩壌宣言 の内一
※協同組合主義の幻想

　目本農業発達史（所収）

　　　　　　　　　　　第一巻，第一章 ・第二章

　農地改革と地主制

　　　　　　　　　　　　　農業問魑の焦点一

　目本資本主謝こおける農地改革の分析

　　　　　　　　一封建論争前進への課題一

　　　　　　　　　　　　　　　　　（座談会）

　暗いＭＳ　Ａ論議と明るい平和運動

※当面する農政の展望

　農地改革と半封建制

　　　　　一ｗ．改革による地主制の再編成一

　植民地経済と農協（談）

１９５４

　１９５４年の間題と生活（座談会）

「理論。季刊　２０号，１９５３年３月

「農林春秋。第３巻，第３号，３月号

「婦人繭報■４月号，第５８４号

「経済評論。４月号，昭２８年

「北方農業■第３巻，第５号，５月号

「改造。８月号，第３４巻，第１０号

「村と共済。８月号，第５巻，第８号

「経済在来。８月号，第８号

「農業朝日 。８月号，第８巻，第８号

「農大新聞。昭２８．ユ２０Ｎｏ．２８１

「図書新聞。照２８．９．２６Ｎｏ．２１４

「改造。１１月号，第３４巻，第１３号

「中央公論。１１月号，第７８１号

近藤康男編「貧しさからの解放第二部。所収

中央公論杜刊

「マルクス ・レーニソ主義 ・研究。１号，

　　　　　　　　　　　　　１９５３，１２

ｒ早稲田大学新聞
。ｉ９５３，１１．１８Ｎｏ．１６０

「立教大学新聞■ユ９５３．１１．２０．Ｎｏ．１０２

「北方農業。第３巻，第９ ・１０号

「肩本資本主義講座。Ｖ巻，岩波書店刊

　　　　　　　　　　　　　ユ２月２５目

「全購連Ｊ１９５３．１ユ ．１．Ｎｏ． ９

「婦人画報。１９５４．１月号，第５９３号



ｘｖｉ立命館経済学（柳２巻 節５ ・６号含併号）

※ぐらつく食糧政策

　農業問題関係書（書評）

一東畑精一「 日本農業の姿。罵場番之助 「目本農

　　業読本。Ａ ・Ｊ ・グラ ット「 目本の土地と農民■一

　　ミ耐乏ミの底にあるもの（座談会）

※農業史研究と民謡

　暗い暴露と明るい分析

　　　　　一私の極めて小さな縄験から

　見事な資料の位置づけ

　　　幕末と明治との連鎖に新境地をひらく

　　　（庄司吉之助 「明治維新の経済構造。書評）

　農民収奪と農業危機

　　　　　　　　一Ｖｌ「二っの道にっいて
。一

※中国米と民族の生存

　二つの実態調査

　　　　　　一歴史的な経過を明らかにする｝

　　福武直編 「日本農村杜会の構造分析。、書評

　　赤島昌夫著 「戦後東北農業生産力の展開。審評

　目本資本主義の確立と農業

１９５５

飢餓と改憲

※蝸牛と隠し念仏

土地と農民と労働者（座談会）

植民地的隷属と半封建的土地所有制度

　日本資本主義におげる農村問題と農業政策

　　　　　　　　　　　　　　（山崎春成と共著）

　近藤康男 「第三貧しさからの解放」書評

　土地は動く

　ふたつの歴史

一ハチ公の飼主，上野英三郎教授のことから

※経済学教課書は目本の農業問題研究に何を

　　　　　　　　　　　　　　投ずるだろうか

「農業朝日」２月号，第９巻，第２号

「図書新聞」昭２９１３０第２３１号

「改造。３月号，第３５巻，第３号

「図書。岩波書店，３月号，第５４号

「四季報のしおりＪ 第４集，１９５４．３．ユ５

「目本碗書新聞。昭２９５３７４４号

「目本資本主義講座。Ｖ１巻岩波書店刊

　　　　　　　　　　　　　５月２９日

「中央公論」１０月号

「図書新聞。昭２９．ユ０，１６．Ｎｏ，２６８

中央公論杜刊 ，「 貝本農業発達史」

第４巻，第一章

「改造・昭３０年，新年号 ，１９５５．Ｎｏ３６．１号

「中央公論。新年号，第７０年，第１号，

　　　　　　　　　　　　　　６９６号

「学習の友。１９５写．４月号通巻第１８号

「目本資本主義講座。Ｘ巻 ：岩波書店刊

　　　　　　　　　　　　　２月１５目

「政治学講座。皿巻，理論杜刊４月１５目

「新潟目報。夕刊，昭３０．６月２９日

「村と共済。第７巻第弓号

「農機具新聞。１９弧８．９

「経済評論」１９５５年ｇ月号



故井上崎丸教授略腔 ・、ｋ要舳三口録　ＸＶｉｉ

　　日本資本主義の展開と農業

　農政の基本動向を衝く

　　　　　　　　　一井上晴丸氏をかこんで一

※近代経済学的農業研究批判

※農協の当面する課題

　　　　　　　　　一食糧統廃問題にふれて一

　農地改革をかえりみて

　農業

　　一農業問題の理論的理解を深めるために一一

　農業経済学の入門書

１９５６

　寄生地主制（改訂増舗版 「経済学小辞典、）

　農業革命（ｒ杜会学辞典」）

　農業恐慌から戦争経済下の農業

※ホリドール殺鶏泰件

　群馬県利根川沿岸における農業技術の

　　　　　　　普及過程（井上．山崎共同執筆）

　　「雄判」の学風

　過小農制（「日本歴史大辞典、）

※農地改革と民主主義革命の形態

　農業閉題管見

※農民を苦しめる余剰農産物

　　　　　一なぜ第三次輪入協定を急ぐか一

　農業経済学会第４会場における座長報告

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和３２年度）

　農民閉糧入門上 ・下（監訳）

　　　　　　　一レーニソはどう教えたか一

中央公論杜刊，「 日本農業発達史、

第６巻，第一章

　「農村と都市を結ぶ。第５巻第９号

　「マルクス」レーニソ主義研究Ｊ第６号
１９５５．９月　筆名南間茂

　「農林金融。９月号Ｖｏ帆Ｎｏ９

　「北方農業。第５巻第９・１０号（第４２号）

犬月書店刊ユ９５５１０３１

　「経済学講座。，第５巻 「従属体下の経済

構造。の５

　「新読割第１８３亭，昭３０１２１７

岩波書店刊

有斐閣刊

　「貝本農業発達史。， 中央公論杜刊，

第８巻，第一章

「機械化農業。ユ９５６年，８月号

農業技術協会刊　昭３１．３月

「図書。九月号，第８４号

河出書房刊

山田盛太郎編 「変革期こおける地代範騎。

（所収）岩波書店刊，９月２７目

「北方農業。第６巻，第９号，ユＯ月号

「農業靭日 。第１１巻，第１１号，１１月号

「農業経済研究。第２８巻，第３号

アソナ ｐチ ェスター著（南田健訳）

　　　　　　　　　　　　　理論杜刊

“Ｌｅｎｊｎ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ａｇｒａｒｉａｎ　ＱＵｅｓｔｉｏｎ ”， ｂｙ

Ａｍａ　Ｒｏｃｈｅｓｔｅｒ．１９４２，Ｎｅｗ　ＹｏｒＫ．



ｘｖｉｉｉ立命館経済学（箪２２巻 ・雄５ ・６号合ｆ芹号）

１９５７

※資本蓄積と小商品生産（宇佐美井上共薯）　　偲想。１月号，Ｎ・３９１

　　　日本資本主義構造論の再検討（その一）一

　高くて安いもの一おもちと経済一［談１　　　　　 「子供のしあわせ。新年号，第９号

※目本における資本蓄積と半封建制

　　　　　　　　　　　　　（宇性美 ・井上共薯）　　 ’「思想。２月号，３９２号

一日本資本主義構造論の再検討（その二）一

※独占段階における賃金と・目本農業　　　　　　「思想。３月号，３９３号

一日本資本主義構造論の再検討（その三）一

※世界史的過渡蜘こおげる農業問題　　　　　 「経済評論・６月号・１９５７

　　　　　　　一日本農業間題の再検討（１〕一

※日本資本主義の発展と農業及び農政　　　　中央公論杜刊　４月１０日初版
　“Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｆ

ａｒｍｅｒｓ ＆ｔｈ
ｅ　Ｌａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍ”， Ａｐｒ１ｌ，１１ ．１９５７

　　　　－ｏｖｅｒｓｅａｓ ｂｒｏａｄｃａｓｔｍｇｓｅｒｖｌｅｏｆＮＨＫ

　　〔今目の農業〕 一一独占資本（対談）　　　　　 「地上・第１１巻，第１０号

　　　　　　　　（井上晴丸 ・高橋正雄 ・前田一）

　わが著書を語る　　　　・　　　　　　　　　 「出版 ニュース・１９５７・５月中旬号 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通巻３７８号

※耳の穴をほじくる話（第一話一トトー）　　　 「地上。第１１巻第１１号

　農産物価格形成（農業経済学会討論会 ・記録）　　「農業経済研究・第２９巻・第３号 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９５７年，９月

※耳の穴をほ １じくる話。（第二話）　　　　　　　 「地上・第１１巻・第１２号

　　　　　　　　　一とと ，カ
・カ ・， カ・カ・ア’

１９５８

※耳の穴をほじくる話（第ご話一イモ　）　　 「地上・第１２巻，第１号

※耳の穴をほじくる話（第四話）　　　　　　　 「地上。第１２巻・第２号

　　　　　　　　　　　一ある掃人の追憾

※耳の穴をほじくる話（第五話）　　　　　　　 「地上・第１２巻，第３号

　　　　　　　　　　　　　　　一早乙女’

※目本農業と労働市場　　　　　　　　　　　　「経済研究。第９巻．第１号，１９５８
．１

’現代日本資本主義の構造的特色からみた

　　　　　　　　巌業間題把握の一環として一

　農協問題放談　　　　　　　　　　　　　　 「新しい農協。１９５８年３月弓第１巻 ，

　　　　　　一万事単協を第一と心得べし一　　　　　　　　　　　　　　　　　第３号

　食糧増産政策はどこへ行った　　　　　　　　「農業朝目 。第１３巻，第６号，６月号

　　　　　　　　　　　　農林省にもの申す一



故件上同汽丸教手受略瞭 ・、ヒ婆拷ｆ乍〔秘　 ＸｉＸ

今後の農政は如何にあるべきか

　　　　　　一Ｎ ・Ｈ・Ｋ放送討論会連記録一

農業生産力の史的調査に関する理論と方法

　　　　　（加藤惟孝氏と共同執筆）

１９５７～８年恐慌の性格　　　（座談会）

　　一井汲，今井，小椋，水田，守屋氏と一

目本資本主義の構造的基礎（座談会）

一鈴木鴻一郎 ・構西光速 ・堀江正規諸氏と一

目本における独占資本の構造と

　　　　　　　　　労農提携の論理（談）

御恵見拝聴ゲストミ井上晴丸氏ミ

　　　　　　　　　　〔聞き手〕一楽照雄

経済学と歴史学の緕び目（座談会）

　　　一『土地制度史学』の創刊に際して一

　　　　（高橋幸八郎 ・宇高基輔 ・横山正彦 ・上

　　　　　原信博氏らと）

農産物価格とこれからの農業（談）

１９５９

　尊徳の面白さはどこにあるか

　　　　一奈良本辰也氏の好著 『＿宮尊徳』

　　　　　　　　　　　　　　　　に寄せて一

　いわゆる「二重構造」の意味するもの

　　　　一東畑精一還暦記念論文集

　　　　　　　　 『経済発展と農業間題』所収一

※マルクス地代論の理論的基盤

　　　　　近藤康男還暦記念論文集

　　　　　　 『日本農業の地代論的研究』所収一
　ＡＣｅｎｔｕｒｙｏｆＴｅｃｈｎｉｃａｌＤｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔｉｎ

　　　　　　　　　　　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ａｇｒｉｃｕ１ｔｕｒｅ

※大原幽学（講演）

　「解題にかえて」

　　　　一『明治維新と農業問題』一
※月と稲刈り

　　とり
　お酉さま

※河上肇の墓

「農政。８月号，静岡県農業会議

農業技術協会刊　晒和３３年３月

　　　　　　　　　　　　（プリソト）

「講座 ・恐慌論皿。 月報所載１９５８ ・７月

　　　　　　　東洋経済新報杜刊

「ユコノミスト。 別冊，曜３３．１Ｏ．１５

「農村と都市を結ぶ■１０月号，通巻９０号

「新しい農協。１９５８ ・１０月号

「図書新聞」第４７３号，昭３３ ．１０ ．２５

「平和ふじん新聞。３３年１１月７日

　　　　　　　　　　　　　第２９２号

「図書。２月号，第１１３号

岩波書店刊，昭３４．４．２３

養賢堂刊，昭３４ ．３．３０

Ｊａｐａｎ　Ｆ． Ａ． Ｏ」Ａｓｓｏｃｉａｔ１ｏｎ

　「農業協同組合。第５巻，８号

　　　　　　　　　　　　　遁巻５４号

お茶の水書房刊，昭３４・９．１０刊

明治史研究叢書第＿期　第五巻所収

「アヵハタ日曜版■１９５９．１１ ．１

「　　　　　　〃　　　　　　」　１９５９．１１．２９

「　　 〃　　 。１９５９．１２．２７



ｘｘ　立命館経済戸戸（椛２２巻 ・第５ ・６号合併亭）

※農業生産力の特殊性について

１９６０

※農業政策（第一分冊）

※大鵬 ・岸 ・安保

　農業基本間題と農協の体質改善（座談会）

　　　　　　　　　　一神谷 ・一楽両氏と一

　目本農業と労働市場

白由化は必要なのか

　　　　　　　一悪用させてはなら汝い一

近代日本農業技術史研究の断想

農林行政の問題点（談）

　　　　　農業基本間題と基本対策の批判一

学会報告と討論（農政の基調）

マルクス地代論の理論的基盤

　農民削減案の本質

※農業技術の発展と農民

　　　 １． 「主体性。の前提たるべき個性の歴史性

　　　２．農業技術の発展

１９６１

　資本主義構造論　第１分冊

　寄生地主捌研究の高嶺

一山田盛太郎薯 『日木農業生産力構造』書評

※戦後日本の農業欄度の破綻

　農業構造問題の世界史的位置づげ（転載）

「日本農業発達史。別巻，下，所収

中央公論杜刊

玄文杜１月刊ブリソト

「地上。第１４巻，４月号，第４号

「農業協同組合。第６巻，４号，４月号

「農村過剰人口論。所収

目本評論新杜刊，３５年４月２０目発行

「中部目本新聞。昭３５．４．１９

お茶の水書房刊１９６０．８．１Ｏ

「明治維新の理論的諸間題。明治史研究

叢書第＿期補塗Ｉ所収

全農林労働組合
・ｉ９６０

－９，プリソト

農村研究会討論資料（１２

「農業経済研究。第３２巻２号

「マルクス経済学論集。（所収）

河出書房新杜刊　昭３５．１０月１５目

「立命館学園新聞。昭３５．１１．１Ｎｏ．８５８

中央公論杜刊　昭３５・１０・２５

「経済主体性講座。第６巻，歴史Ｉ所収

玄文杜　工月刊ブリソト

「週刊読書人」　昭３６．１．３０３６０号

※あの日の湯河さん

　農協法市１１定の経過と問題点

１９６２

　現代経済政策批判序説第１分冊

「立命館経済学。第９巻，第６号

昭３６，３月刊，プリソト

「目本経済の二重構造と農業発展に関

する研究。報告書，一般篇Ｉ所収 ，

「湯河元威君を偲ぶ。所収，農民教育協会刊

「農協法の成立過程。所収 ，

協同組合経営研究所刊　１９６１ ．７．１０

雄澤杜，１月刊，プリソト



故外上暗人教授略歴 ・Ｉと要著／乍目録　ＸＸｉ

　母親大会に学ぷ

　目本経済論

１９６３

※いわゆる「平均化原理」と
‘「

隈界原理」

　　　　　　　　　　　　白杉理論への疑問一

※独占資本主義の確立

　　「近畿型農業の発展条件に関する研究」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告書

　　　一労働市場との関連を中心として一

　　　　　　　　　　　　　　『総括 ノート』

　移りゆく農業

　現代日本の農業問題

　　　　　　　一比叡山民主教育夏季大学一

１９６４

※協同組合とマルクス主義

　　　　　　一協同組合発展の歴史的弁証法

　高成長と目本経済の体質（座談会）

　　　　　　　　　　　　島恭彦 ・井上晴丸一

　高度成長下の畏業の命運

　協同組合とマルクス主義（転載）

　人生行路の節 々

※Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｐｒｅｓｅｎｔ　Ｓｔａｇｅ

１９６５

　農林省よしっかりせい！（対談）

　　　　　　　　　　　一桑原正信氏と一

※「高度成長一開放経済」体制下の農業解体

※農業生産力

　土地所有　　　　　　　　　　　　　
■

　「平和ふじん新聞。１９６２．９．６．Ｎｏ．４８９

玄文杜，ブリソト ，珊月刊 ，

　「立命館経済学。第１１巻，第５ ・６号

岩波書店 「日本歴史講座。現代２ ，所収 ワ

３月刊

昭３８，４月刊，プリソト

読売テレビ放送

テレビ大学講座テキスト ，昭３８．８．２０

「教育タイムス。７１３号　昭３８．８．１４

「立命館経済学。第１３巻、第１ ・２号

　昭３９６月

　「経済評論。第１３巻，第１１号，１１月号

読売テレビ放送昭和３９．１２．１５日発行

テレビ大学講座テキスト（１◎

一生協理論。創刊号　１９６４．ユ２

「打越顕太郎。所収，打越顕太郎追憶編

集委員会 ・家の光協会，昭３９．１１ ．２９

Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎｓ　ａｔ　ｔｈ
ｅ

ユ９６４Ｐｅｋ三ｎｇ　Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ

「地上。第１９巻，第３号，３月号

「農業経済研究。第３７巻，第２号１０月号 ，

「体系農業百科事典。第Ｖ巻所収 ，

農政調査委員会編刊，１１ ．２０

経済学辞典所収，大阪市大経済研兜所編

・岩波書店刊，１９６５．９．２１



ｘｘｉｉ立命飾維済学（彬２２巻 ・犯５ ・６Ｗ糾｝〉）

　農　業

　　　　　　　目　本一　　　　　　　　　　　　　「経済学辞輿。所収

１９６６

※消費と生産　　　　　　　　　　　　　　　　「婁代学問のすすめ、所収，雄潭杜刊

人間と杜会（対談）　　　　　　　　　　　　　 「現代青年に訴う。 所収．雄潭杜刊，６月

※国家独占資本主義論についての覚え書　　　　「立命館経済学一第１５巻，第３号

　　一池上淳氏の主著 『国家独占資本主義論』を読んで一

※市民と歩んだ教室　　　　　　　　　　　　 「目本経済新聞。昭４１．８ ．６

　　　　　　　　千回迎える立命館土曜講座

　誇れ初志一貫の精ネ林　　　　　　　　　　　「立命館学園新聞」昭４１ ．１２．８

　　　　一超満貫だった１０００回記念講演会一

　マルクス主義協同組合の思想　　　　　　　　「協同組合事典」所収，家の光協会刊 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭４１ ．２ ．２０

　寺の四季（俳旬）　　　　　　　　　　　　 「若鳩。創刊号立命館教職員組合 ・青年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婦人部機関紙

１９６７

　カール ・マルクス「資本論」　　　　　　　　 「杜会科学への道標、所収，雄潭１杜刊 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭４２．４補筆相沢秀一

※土地所有制度の歴史的形態　　　　　　　　　・体系農業百科事１典」第Ｍ巻所収，農政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査委員会編刊，１９６７年８．２０

　協同組合論（吉田忠と共筆）　　　　　　　　　　 ・　　　　 〃

１９６８

※ミ私の思い出ミ…ある迷いのころ　　　　　　「農業と経済。毎日新聞杜 ・當民秘会

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭４３年１月号 ，

ミ研究所のあゆみミ …共同研究のセソターに　　・研究日報」第３号，立命館大学人文科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学研究所　ユ９６８年７月

　「戦争と平和」第１巻（細野武男共編）　　　　雄揮１杜刊昭４３．６ ．ユＯ

※日木経済の「成長」と軍事化　　　　　　　　「戦争と経済。所収，雄澤杜刊４３・７
・１０

※経済の軍事化と日本経済（対談）　　　　　　 「経済。１９６８・１０ ・Ｎ・捌新日本出版杜

　　　　　　　　　　一島恭彦 ・井上晴丸一

　小椋広勝教授を悼む　　　　　　　　　　　　・立命館学園新聞。昭４３．１２．７

※訣別歌（俳句）　　　　　　　　　　　　　　 「さんざし。第１０集昭和４３．９

１９６９

※小掠さんの死　　　　　　　　　　　　　　・経済。１９６９年１月号，Ｎｏ．５７

　訣別歌　　　　　　　　　　　　　　　　　 「井上照丸追悼集■所収

　「冬を越す蕾」　　　　　　　　　　　　　　Ｓ胴ｍ。。１．ｔ１９６９１７



枚ヲ〕、哨九教授略歴　主要創↑口塚　ＸＸ１１１

※「経済学」への開眼を願う冗舌

※「学問のすすめ」と「民主主義の窮極」

　　迫求とを

※７０年と私

※続 「７０年と私」

　この人に聞く一農政の進路一

　妻儀委員長をつとめて

　京の秋 ・四国の旅（俳句）

　衣笠山（俳句）

　井上晴丸（立命館大学教授）にきく

　発展を見通すきめ細かな政卿こ共鳴

　目本資本主義と農業

　　　　　　　　　　　農政の転機にふれて一

　ミ筆１者のことば、

　京の行事

　　　　　　　　　　一附 「久我山にてＪ－
１９７０

※クラス機関誌にまつわる思い出

※「エノヶソ追憶」　にちなんで

　　　　　　　　　　　 「民主主義論」に及ぶ

　大学生活を語る（座談会）

※思い出のあれこれ

　　　　　　　　　　一大田遼一郎に献く一

　土地所有

　武藤さんを悼む

　三忠事件一その思想的背景（対談）

　　　　　　　　　　一山口正之氏と対談一

「経済学会会報」経済学会学生委員会編

新入生歓迎号　昭４４年

　　　　〃

立命館大学経済学会学生委貝会機関紙

創刊号　昭４４ ．６．１

同上一討議資料　昭４７ ．ユＯ．３

「全国農業新聞。昭４４ ．９．２６　（７９４号）

「小椋広勝さんを偲ぶ。所収　昭４４．６刊

「さんざし。第７巻，第１号，昭４４年１月

「　 〃　 。第８巻，第２号昭４４年６月

今月の訪問ｃ３

「前衛。Ｎｏ．３０２，ユ９６９，１２月号

「赤旗。１９６９．１２．ユ２

「農業協同組合。１９６９，］２月号

「　　 〃　　 」　　 〃

「文苑。ユ３号，ユ９６９．１１．３刊

「井上ゼミナール機関誌。

第３号，１９７０．２．１１

学生委貝会会報新入生歓迎号　立命館大

学経済学会学生委員会，昭工５３

「学園の虹」， 立命節大学生活協同組合

ユ９７０．４月

ユ９７０年３．ユ５児玉誠編

大田遼一郎全歌集 「阿蘇。への附録に収

菰

東畑精一監修 「農業経済澄営事典。農政

調査委員会編　１９７０年９月３０日　日本評

論杜刊

「学生新聞。１９７０ ・１ ｇ・ ２ユ第３８９号

立命館大学新聞ユ９７０．ユ ．９．Ｎｏ．４



ｘｘｉｖ　立命館経済学（第２２巻 ・第５ ・６け合併号）

　労働と人問（転載）　　　　　　　　　　　新編 「境代国語。改訂版１．三省堂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭４５．３．１５刊　初版（高校三年生用）

　春寒（俳句）　　　　　　　　　　　　　　　「群鳩。第２５号，１９７０年，１０月刊

１９７１

　わだつみ像に平和を誓って　　 ．　　　　　　 「立命館学園広報。１９７１ ．１ ．２０

※農業恐慌の子　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学「学生委員会会報。昭４６．３月

　生活協同組合論集　　　　　　　　　　　　生活問題研究所編１９７０３５刊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「目本協同組合論。第１編・第１章・第５章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（転載）

※杜会の生活と自然　　　　　　　　　　季刊 「科学と思想。創刊号１９７１．７Ｎｏ．１

　　　　　一自然の再生産と杜会の再生産一

　「現代杜会」科学と青年の生きがい（座談会）　 「立命評論。Ｖ
ｏｌ ．４０

※読書の生理的習性化のために　　　　　　　　「きぬかき。立叩館大学経済学会

　　　　　　　　一夏休みの読書のすすめ一　　学生委員会機関紙１２号（昭４６．６月３０日）

　品角君の個展に寄せて　　　　　　　　　　　「品角一部。美術展’７１．１１月２目～７日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於文化芸術会館（河原町広小路）

　「廉を看護」（俳句）　　　　　　　　　　　 「高原。第２３巻第３号昭４６．３

　「係を看護」（俳句）　　　　　　　　　　　 「高原。第２３巻第６号昭４６．６

１９７２

　協同組合　　その歴史のなかから　　　　　　「労農のなかま 。１９７２６

　　　　　　　　　　　　　〔井上晴丸氏にきく〕

　本と人と　　　　　　　　　　　　　　 「赤旗。１９７２年６月ユＯ日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一立命館大学教授井上晴丸氏一

　著述 ・講義 ・平和運動それに絵も……

　井上晴丸著作選集　全六巻 ・別巻一 雄潭杜から刊行開始

　岬の春」　　　　　　　　　　ｒ健康』　昭和４８年９月

「水衝と鳩符と虫と」 ｒ清水』 閉和４８年１０月




